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研 究 概 要
1)ニホンザル地域個体群の研究- 木曽

























































































2)鈴木 晃 (1982):今西錦司- 廿世紀科学者
- ｡三省堂ブックレット 3月号｡
3)鈴木 晃 (1982):霊長頬学の形成と入校起原

































2)丸橋珠樹 ･森 梅代 (1981):カメルーンにお
けるドリルの生態調査｡第18回日本アフリカ
学会学術大会 (1981)
3)丸橋珠樹 ･森 梅代 (1981):カメルーンに生
息するドリル(Mandrilusleucophaeus)の採
食生態について｡第28回日本生態学会大会
変 異 研究部 門
野沢 謙 ･和田一雄
庄武孝義･峰沢 構
研 究 柾 要
1)ニホンザルの集団退伝学的研究













野沢 謙 ･庄武孝義･川本 芳l)
ニホンザルを含む Macaca属サル各柾から採血
を行い,前項1)と同一の方法によって桜内･確聞
の退伝学的変異性を定量化し,それら確聞の池
伝子構成上の差を退伝距離で表現し,それに数血
分類学的手法を適用して枝分れ図を描く｡それに
より種間の近縁関係,分化時間の推定等をおこな
う作業を目下続行中である｡1981年度には,束イ
ンドネシア･スリランカにてカニクイザル,トク
モンキーの詳細な資料を得るべく捕社調査を行い
合わせて400頭分の材料を入手し分析中である｡
3)ニホンザルの先天的四肢奇形への迫伝的アブ
1)大学院学生
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